
(57)【要約】

【課題】　選別部からの２番処理物を穀粒と塵埃に精度

よく選別して穀粒を脱穀機体内に還元することができる

ようし、かつ、穀粒が塵埃と共に排出されることを回避

しやすいようにする。

【解決手段】　２番コンベヤ２２の搬送終端部に接続し

た中間処理ケース４０の排出口４２の機体上方側部分に

揚送コンベヤ２３を連通させ、機体下方側部分に排塵ケ

ース５０を連通させてある。中間処理ケース４０は、２

番コンベヤ２２からの処理物を放出回転体４３によって

排出口４２から放出して揚送コンベヤ２３と排塵ケース

５０に供給する。揚送コンベヤ２３は、中間処理ケース

４０からの穀粒を脱穀機体内に還元する。排塵ケース５

０は、中間処理ケース４０からの塵埃を排塵口５３から

排出する。排塵ケース５０に入り込んだ穀粒は、選別部

５６によって塵埃から比重選別され、回転体５７によっ

て排塵ケース５０から中間処理ケース４０に還元される

。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 選 別 部 か ら の ２ 番 処 理 物 を 搬 送 す る ２ 番 コ ン ベ ヤ 、 こ の ２ 番 コ ン ベ ヤ か ら の 処 理 物 を 揚
送 し て 脱 穀 機 体 内 に 還 元 す る 揚 送 コ ン ベ ヤ を 備 え た 脱 穀 機 で あ っ て 、
　 前 記 ２ 番 コ ン ベ ヤ か ら の 処 理 物 を 脱 穀 機 体 横 向 き の 軸 芯 ま わ り で 回 転 す る 放 出 回 転 体 に
よ る 放 出 作 用 に よ っ て 排 出 口 か ら 排 出 す る 中 間 処 理 ケ ー ス を 設 け 、 前 記 中 間 処 理 ケ ー ス の
前 記 排 出 口 の 機 体 上 方 側 部 分 に 、 前 記 揚 送 コ ン ベ ヤ の 受 け 入 れ 口 を 連 通 さ せ 、
　 前 記 中 間 処 理 ケ ー ス の 前 記 排 出 口 の 機 体 下 方 側 部 分 に 連 通 さ れ て 、 前 記 中 間 処 理 ケ ー ス
か ら の 処 理 物 を 前 記 放 出 回 転 体 に よ る 放 出 作 用 に よ っ て 排 塵 口 か ら 排 出 す る 排 塵 ケ ー ス を
設 け 、
　 前 記 排 塵 ケ ー ス の 内 部 に 、 流 動 す る 処 理 物 か ら 穀 粒 を 比 重 選 別 に よ っ て 抽 出 す る 選 別 部
、 及 び 、 前 記 選 別 部 か ら の 穀 粒 を 前 記 中 間 処 理 ケ ー ス に 前 記 排 出 口 を 介 し て 還 元 す る 回 転
体 を 設 け て あ る 脱 穀 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 排 塵 ケ ー ス の 前 記 排 塵 口 を 前 記 選 別 部 に 対 し て 昇 降 調 節 す る 調 節 部 を 設 け て あ る 請
求 項 １ 記 載 の 脱 穀 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 選 別 部 か ら の ２ 番 処 理 物 を 搬 送 す る ２ 番 コ ン ベ ヤ 、 こ の ２ 番 コ ン ベ ヤ か ら の
処 理 物 を 揚 送 し て 脱 穀 機 体 内 に 還 元 す る 揚 送 コ ン ベ ヤ を 備 え た 脱 穀 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 上 記 脱 穀 機 に お い て 、 従 来 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る よ う に 、 ス ク リ ュ ー ケ ー ス ３
０ （ 揚 送 コ ン ベ ヤ の 搬 送 ケ ー ス に 相 当 ） の 外 方 に 向 け て 塵 埃 を 掻 き 出 す 掻 出 羽 根 ３ ２ を ス
ク リ ュ ー 軸 ２ ４ に 一 体 回 転 す る よ う に 設 け 、 ス ク リ ュ ー ケ ー ス ３ ０ の 掻 出 羽 根 ３ ２ 外 周 箇
所 に 除 塵 用 の 開 口 ３ ３ を 設 け 、 処 理 物 揚 送 用 ス ク リ ュ ー ２ ５ に よ っ て 揚 送 さ れ る 処 理 物 か
ら の 塵 埃 を ス ク リ ュ ー ケ ー ス ３ ０ の 外 へ 排 出 す る よ う に 除 塵 構 造 Ｅ を 構 成 さ れ た も の が あ
っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ２ － １ ２ ３ ８ ３ ２ 号 公 報 （ 第 １ ０ 頁 、 第 ２ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の ２ 番 コ ン ベ ヤ か ら の 処 理 物 が 穀 粒 と 、 ワ ラ 屑 な ど の 塵 埃 と に 選 別 処 理 さ れ て 脱 穀
機 体 内 に 還 元 さ れ る よ う に す る の に 、 従 来 の 技 術 を 採 用 す る と 、 穀 粒 が 塵 埃 に 混 入 し て 排
出 さ れ や す く な る か 、 塵 埃 が 排 出 さ れ に く く な る 問 題 が 発 生 し や す く な っ て い た 。
　 す な わ ち 、 揚 送 コ ン ベ ヤ に お い て 塵 埃 を 処 理 物 か ら 抽 出 さ れ る こ と か ら 、 塵 埃 が ス ム ー
ズ に 排 出 さ れ る よ う に す れ ば 、 殊 に 大 き な 塵 埃 が 排 出 さ れ や す く な る よ う に す れ ば 、 塵 埃
の 排 出 通 路 を 大 き く す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 穀 粒 が 塵 埃 と 共 に 排 出 さ れ や す く な っ て い
た 。 穀 粒 が 塵 埃 に 混 入 し て 排 出 さ れ に く く な る よ う に す れ ば 、 塵 埃 の 排 出 通 路 を 小 さ く す
る 必 要 が あ る こ と か ら 、 塵 埃 が ス ム ー ズ に 排 出 さ れ に く く な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 穀 粒 が 塵 埃 と 共 に 排 出 さ れ に く い よ う に 、 か つ 、 塵 埃 が ス ム ー ズ に 排
出 さ れ る よ う に 精 度 よ く 選 別 処 理 さ せ な が ら ２ 番 処 理 物 を 脱 穀 機 体 内 に 還 元 す る こ と が で
き る 脱 穀 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 第 １ 発 明 に あ っ て は 、 選 別 部 か ら の ２ 番 処 理 物 を 搬 送 す る ２ 番 コ ン ベ ヤ 、 こ の ２ 番 コ
ン ベ ヤ か ら の 処 理 物 を 揚 送 し て 脱 穀 機 体 内 に 還 元 す る 揚 送 コ ン ベ ヤ を 備 え た 脱 穀 機 で あ っ
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て 、
　 前 記 ２ 番 コ ン ベ ヤ か ら の 処 理 物 を 脱 穀 機 体 横 向 き の 軸 芯 ま わ り で 回 転 す る 放 出 回 転 体 に
よ る 放 出 作 用 に よ っ て 排 出 口 か ら 排 出 す る 中 間 処 理 ケ ー ス を 設 け 、 前 記 中 間 処 理 ケ ー ス の
前 記 排 出 口 の 機 体 上 方 側 部 分 に 、 前 記 揚 送 コ ン ベ ヤ の 受 け 入 れ 口 を 連 通 さ せ 、
　 前 記 中 間 処 理 ケ ー ス の 前 記 排 出 口 の 機 体 下 方 側 部 分 に 連 通 さ れ て 、 前 記 中 間 処 理 ケ ー ス
か ら の 処 理 物 を 前 記 放 出 回 転 体 に よ る 放 出 作 用 に よ っ て 排 塵 口 か ら 排 出 す る 排 塵 ケ ー ス を
設 け 、
　 前 記 排 塵 ケ ー ス の 内 部 に 、 流 動 す る 処 理 物 か ら 穀 粒 を 比 重 選 別 に よ っ て 抽 出 す る 選 別 部
、 及 び 、 前 記 選 別 部 か ら の 穀 粒 を 前 記 中 間 処 理 ケ ー ス に 前 記 排 出 口 を 介 し て 還 元 す る 回 転
体 を 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 す な わ ち 、 ２ 番 コ ン ベ ヤ か ら の 処 理 物 が 中 間 処 理 ケ ー ス に お い て 放 出 回 転 体 に よ る 放 出
作 用 に よ っ て 排 出 口 か ら 排 出 さ れ て 揚 送 コ ン ベ ヤ 及 び 排 塵 ケ ー ス に 供 給 さ れ る 。 こ の と き
、 穀 粒 や 塵 埃 の 重 量 差 な ど に 起 因 し て 穀 粒 が 排 出 口 の 機 体 上 方 側 部 分 に 飛 び や す く 、 塵 埃
が 排 出 口 の 機 体 下 方 側 部 分 に 飛 び や す い こ と か ら 、 穀 粒 は 塵 埃 と 分 別 さ れ て 揚 送 コ ン ベ ヤ
に 供 給 さ れ や す く な り 、 塵 埃 は 穀 粒 と 分 別 さ れ て 排 塵 ケ ー ス に 供 給 さ れ や す く な る 。 穀 粒
が 塵 埃 に 混 入 し て 排 塵 ケ ー ス に 入 り 込 ん だ 場 合 、 こ の 排 塵 ケ ー ス の 選 別 部 に よ っ て 抽 出 さ
れ て 回 転 体 に よ っ て 中 間 処 理 ケ ー ス に 還 元 さ れ 、 再 度 、 放 出 回 転 体 に よ る 放 出 作 用 に よ っ
て 排 出 口 か ら 放 出 さ れ て 揚 送 コ ン ベ ヤ に 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ２ 番 コ ン ベ ヤ か ら の 処
理 物 が 中 間 処 理 ケ ー ス で 穀 粒 と 塵 埃 に 選 別 さ れ て か ら 揚 送 コ ン ベ ヤ と 排 塵 ケ ー ス に 分 け て
供 給 さ れ 、 穀 粒 が 排 塵 ケ ー ス に 入 り 込 む こ と が あ っ て も 、 排 塵 ケ ー ス か ら 中 間 処 理 ケ ー ス
に 還 元 さ れ て 中 間 処 理 ケ ー ス か ら 揚 送 コ ン ベ ヤ に 供 給 さ れ 、 穀 粒 を 混 入 塵 埃 が 少 な い 状 態
に し て 、 か つ 、 塵 埃 と 共 に 排 出 さ れ に く い よ う に し て 脱 穀 機 体 内 に 還 元 す る こ と が で き 、
塵 埃 が 揚 送 コ ン ベ ヤ を 介 さ ず に 排 塵 ケ ー ス か ら 排 出 さ れ る よ う に で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 っ て 、 本 第 １ 発 明 に よ れ ば 、 ２ 番 コ ン ベ ヤ か ら の 処 理 物 を 穀 粒 と 塵 埃 に 精 度 よ く 選 別
し 、 穀 粒 を 混 入 塵 埃 が 少 な い 状 態 で 脱 穀 機 体 内 に 還 元 し て 効 率 よ く 再 処 理 す る こ と が で き
、 か つ 、 穀 粒 が 塵 埃 と 共 に 排 出 さ れ る 損 失 を 極 力 回 避 す る こ と で き 、 さ ら に 、 塵 埃 が 揚 送
コ ン ベ ヤ を 介 さ ず に ス ム ー ズ に 排 出 さ れ る よ う に で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 第 ２ 発 明 に あ っ て は 、 本 第 １ 発 明 の 構 成 に お い て 、 前 記 排 塵 ケ ー ス の 前 記 排 塵 口 を 前
記 選 別 部 に 対 し て 昇 降 調 節 す る 調 節 部 を 設 け て あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 す な わ ち 、 処 理 物 の 湿 り 度 合 い が 高 い 場 合 、 調 節 部 に よ っ て 排 塵 口 を 選 別 部 に 対 し て 低
く 位 置 す る よ う に 調 節 し 、 塵 埃 を 高 い 含 水 率 や 濡 れ 度 合 い に か か わ ら ず 排 塵 口 か ら 出 や す
く す る こ と が で き 、 処 理 物 の 湿 り 度 合 い が 低 い 場 合 、 調 節 部 に よ っ て 排 塵 口 を 選 別 部 に 対
し て 高 く 位 置 す る よ う に 調 節 し 、 穀 粒 が 塵 埃 に 混 入 し て 排 塵 口 か ら 出 る こ と を 発 生 し に く
く し な が ら 塵 埃 を 排 塵 口 か ら 排 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 っ て 、 本 第 ２ 発 明 に よ れ ば 、 脱 穀 処 理 す る 穀 稈 が 湿 っ て い る 場 合 も 乾 燥 し て い る 場 合
も 、 塵 埃 が 排 塵 ケ ー ス か ら 排 出 さ れ や す く て 穀 粒 に 混 入 し に く く し な が ら 、 か つ 、 穀 粒 が
排 塵 ケ ー ス か ら 排 出 さ れ る 損 失 を 発 生 し に く く し な が ら ２ 番 処 理 物 を 脱 穀 機 体 内 に 還 元 す
る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 脱 穀 フ ィ ー ド チ ェ ー ン １ 、 扱 室 ２ な ど を 備 え た 脱 穀 部 Ａ 、 前 記 扱 室
２ の 下 方 に 前 端 側 が 位 置 す る 駆 動 揺 動 自 在 な 揺 動 選 別 装 置 １ １ 、 扱 室 ２ の 後 方 に 位 置 す る
排 塵 フ ァ ン １ ２ な ど を 備 え た 選 別 部 Ｂ 、 前 記 揺 動 選 別 装 置 １ １ の 下 方 に 脱 穀 機 体 の 前 後 方
向 に 並 べ て 設 け た １ 番 コ ン ベ ヤ ２ １ 、 ２ 番 コ ン ベ ヤ ２ ２ 、 ２ 番 コ ン ベ ヤ ２ ２ の 搬 送 終 端 部

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-295845 A 2005.10.27



に 接 続 さ れ た 揚 送 コ ン ベ ヤ ２ ３ を 備 え さ せ 、 脱 穀 機 体 の 後 部 に 連 結 し た 排 ワ ラ 細 断 装 置 ３
０ を 有 し た 排 ワ ラ 処 理 部 Ｃ を 備 え さ せ て 、 コ ン バ イ ン 用 の 排 ワ ラ 細 断 装 置 付 き 脱 穀 機 を 構
成 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 脱 穀 機 は 、 コ ン バ イ ン の 前 処 理 部 に よ っ て 刈 取 り 処 理 さ れ た 稲 、 麦 な ど の 刈 取 穀 稈
を 脱 穀 処 理 し 、 脱 穀 処 理 物 を 選 別 処 理 し 、 脱 穀 排 ワ ラ を 細 断 や 長 ワ ラ 状 態 で 放 出 す る も の
で あ り 、 各 部 は 次 の 如 く 処 理 を 行 な う よ う に な っ て い る 。
　 す な わ ち 、 脱 穀 部 Ａ は 、 脱 穀 フ ィ ー ド チ ェ ー ン １ に よ っ て 前 処 理 部 か ら の 刈 取 穀 稈 の 株
元 側 を 挟 持 し て 脱 穀 機 体 後 方 向 き に 搬 送 す る こ と に よ り 、 そ の 刈 取 穀 稈 の 穂 先 側 を 扱 室 ２
に 供 給 し て 脱 穀 機 体 前 後 向 き の 軸 芯 ま わ り で 回 動 す る 扱 胴 ３ に よ っ て 脱 穀 処 理 し 、 脱 穀 排
ワ ラ を 脱 穀 フ ィ ー ド チ ェ ー ン １ に よ っ て 扱 室 ２ の 送 塵 口 ４ か ら 搬 出 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 選 別 部 Ｂ は 、 扱 室 ２ の 受 網 ５ か ら 落 下 し た 脱 穀 処 理 物 を 揺 動 選 別 装 置 １ １ に よ っ て 受 け
止 め て 脱 穀 機 体 後 方 向 き に 搬 送 し な が ら 、 こ の 揺 動 選 別 装 置 １ １ と 、 揺 動 選 別 装 置 １ １ の
前 端 側 の 下 方 に 位 置 す る 唐 箕 １ ３ に よ っ て 脱 穀 機 体 後 方 向 き に 供 給 さ れ る 選 別 風 と に よ っ
て 穀 粒 と 塵 埃 と に 選 別 処 理 し 、 穀 粒 を 揺 動 選 別 装 置 １ １ か ら 落 下 さ せ 、 塵 埃 を 選 別 風 と 共
に 排 塵 フ ァ ン １ ２ の 吐 出 口 １ ２ ａ や 脱 穀 機 体 の 排 塵 口 １ ４ か ら 脱 穀 機 体 の 後 方 側 に 排 出 す
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 １ 番 コ ン ベ ヤ ２ １ は 、 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ヤ で 成 り 、 選 別 部 Ｂ か ら 落 下 し た １ 番 処 理 物 を
回 収 し て 脱 穀 機 体 の 底 板 の 一 部 で 成 る 樋 形 の 搬 送 ガ イ ド 板 に 沿 わ せ て 脱 穀 機 体 の 横 外 側 に
搬 出 す る 。 ２ 番 コ ン ベ ヤ ２ ２ は 、 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ヤ で 成 り 、 選 別 部 Ｂ か ら 落 下 し た ２ 番
処 理 物 を 回 収 し て 脱 穀 機 体 の 底 板 の 一 部 で 成 る 樋 形 の 搬 送 ガ イ ド 板 に 沿 わ せ て 脱 穀 機 体 の
横 外 側 に 搬 出 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 揚 送 コ ン ベ ヤ ２ ３ は 、 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ヤ で 成 り 、 ２ 番 コ ン ベ ヤ ２ ２ か ら の 処 理 物 を 脱
穀 機 体 の 横 外 側 で 選 別 部 Ｂ の 上 部 付 近 の 高 さ ま で 揚 送 し 、 脱 穀 機 体 横 側 壁 の 投 入 口 ２ ４ か
ら 脱 穀 機 体 の 内 部 に 吐 出 し て 前 記 揺 動 選 別 装 置 １ １ に 還 元 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 排 ワ ラ 処 理 部 Ｃ は 、 脱 穀 フ ィ ー ド チ ェ ー ン １ に よ っ て 扱 室 ２ か ら 排 出 さ れ た 脱 穀 排 ワ ラ
を 、 株 元 側 に 作 用 す る 挟 持 搬 送 装 置 と 、 穂 先 側 に 作 用 す る 係 止 搬 送 装 置 と で 成 る 排 ワ ラ 搬
送 装 置 ３ １ に よ っ て 横 倒 れ 姿 勢 で 脱 穀 機 体 後 方 側 に 搬 送 し て 前 記 排 ワ ラ 細 断 装 置 ３ ０ の カ
ッ タ ー ケ ー ス ３ ２ の 上 に 落 下 さ せ る 。 こ の カ ッ タ ー ケ ー ス ３ ２ の 排 ワ ラ 受 け 入 れ 口 の 揺 動
開 閉 自 在 な 蓋 体 ３ ３ が 閉 じ ら れ て い る と 、 排 ワ ラ 搬 送 装 置 ３ １ か ら 落 下 し た 脱 穀 排 ワ ラ を
蓋 体 ３ ３ の 外 面 側 に 沿 わ せ て 機 体 後 方 側 に 移 動 さ せ 、 排 ワ ラ 細 断 装 置 ３ ０ の 後 側 か ら 圃 場
に 長 ワ ラ 状 態 で 落 下 さ せ る 。 カ ッ タ ー ケ ー ス ３ ２ の 前 記 蓋 体 ３ ３ が 開 か れ て い る と 、 排 ワ
ラ 搬 送 装 置 ３ １ か ら 落 下 し た 脱 穀 排 ワ ラ を カ ッ タ ー ケ ー ス ３ ２ の 内 部 に 落 下 さ せ て カ ッ タ
ー 軸 の 円 盤 刃 ３ ４ と 、 供 給 軸 の 円 盤 供 給 刃 ３ ５ と に よ っ て 排 ワ ラ 稈 身 方 向 に 細 断 し 、 細 断
ワ ラ を カ ッ タ ー ケ ー ス ３ ２ の 底 部 の 排 出 口 か ら 圃 場 に 落 下 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ ， ３ に 示 す よ う に 、 前 記 ２ 番 コ ン ベ ヤ ２ １ の 搬 送 終 端 部 と 、 前 記 揚 送 コ ン ベ ヤ ２ ３
と の 間 に 中 間 処 理 ケ ー ス ４ ０ を 設 け 、 揚 送 コ ン ベ ヤ ２ ３ の 下 部 に 排 塵 ケ ー ス ５ ０ を 連 設 し
て あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 中 間 処 理 ケ ー ス ４ ０ の 脱 穀 機 体 の 横 側 壁 に 面 し た 側 壁 に 、 ２ 番 コ ン ベ ヤ ２ ２ の 搬 送 終 端
部 に 連 通 し た 投 入 口 ４ １ を 設 け て あ る 。 中 間 処 理 ケ ー ス ４ ０ の 周 壁 に 排 出 口 ４ ２ を 設 け る
と と も に 、 こ の 排 出 口 ４ ２ の 機 体 上 方 側 に 位 置 す る 部 分 を 、 揚 送 コ ン ベ ヤ ２ ３ の 搬 送 ガ イ
ド 筒 ２ ３ ａ の 下 端 部 に 位 置 す る 受 け 入 れ 口 ２ ３ ｂ に 連 通 さ せ 、 前 記 排 出 口 ４ ２ の 機 体 下 方
側 に 位 置 す る 部 分 を 、 前 記 排 塵 ケ ー ス ５ ０ の 内 部 に 連 通 さ せ て あ る 。 中 間 処 理 ケ ー ス ４ ０
の 内 部 に 、 複 数 枚 の 回 転 羽 根 ４ ３ ａ を 有 し た 放 出 回 転 体 ４ ３ を 設 け る と と も に 、 こ の 放 出
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回 転 体 ４ ３ は 、 ２ 番 コ ン ベ ヤ ２ ２ の ス ク リ ュ ー 軸 ２ ２ ａ の 端 部 に 一 体 回 転 自 在 に 連 結 さ れ
て い る
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 中 間 処 理 ケ ー ス ４ ０ は 、 ２ 番 コ ン ベ ヤ ２ ２ か ら 前 記 投 入 口 ４ １ を 介 し て 中
間 処 理 ケ ー ス ４ ０ の 内 部 に 供 給 さ れ た 穀 粒 や ワ ラ 屑 な ど の 処 理 物 を 、 ２ 番 コ ン ベ ヤ ２ ２ の
駆 動 力 に よ っ て ス ク リ ュ ー 軸 ２ ２ ａ の 機 体 横 向 き の 軸 芯 ４ ３ ｂ ま わ り で 回 転 方 向 Ｆ に 回 転
す る 状 態 に 駆 動 さ れ る 回 転 体 ４ ３ の 回 転 羽 根 ４ ３ ａ に よ る 放 て き と 、 回 転 羽 根 ４ ３ ａ に よ
っ て 発 生 す る 搬 送 風 と に よ っ て 中 間 処 理 ケ ー ス ４ ０ の 排 出 口 ４ ２ か ら 排 出 し て 揚 送 コ ン ベ
ヤ ２ ３ 及 び 排 塵 ケ ー ス ５ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 排 塵 ケ ー ス ５ ０ は 、 前 記 中 間 処 理 ケ ー ス ４ ０ の 前 記 排 出 口 ４ ２ に 連 通 す る 開 口 ５ １ を 有
し た ケ ー ス 本 体 ５ ２ と 、 こ の ケ ー ス 本 体 ５ ２ の 上 端 部 か ら 機 体 上 方 向 き に 延 出 す る と と も
に 延 出 端 部 に 排 塵 口 ５ ３ を 有 し た 排 出 ケ ー ス 部 ５ ４ と に よ っ て 構 成 し て あ る 。
　 排 塵 ケ ー ス ５ ０ の 前 記 ケ ー ス 本 体 ５ ２ 内 の 上 部 に 、 傾 斜 ガ イ ド 面 ５ ５ を 有 し た 選 別 部 ５
６ を 設 け 、 排 塵 ケ ー ス ５ ０ の ケ ー ス 本 体 ５ ２ の 内 部 に 、 一 枚 の 羽 根 形 の 回 転 体 ５ ７ を 揚 送
コ ン ベ ヤ ２ ３ の ス ク リ ュ ー 軸 ２ ３ ｃ に よ っ て 回 動 駆 動 さ れ る よ う に 構 成 し て 設 け て あ る 。
　 前 記 選 別 部 ５ ６ は 、 中 間 処 理 ケ ー ス ４ ０ の 排 出 口 ４ ２ か ら ケ ー ス 本 体 ５ ２ の 内 部 に 供 給
さ れ 、 中 間 処 理 ケ ー ス ４ ０ の 放 出 回 転 体 ４ ３ に よ る 移 送 作 用 の た め に 水 平 ま た は ほ ぼ 水 平
方 向 に 流 動 す る ワ ラ 屑 な ど の 処 理 物 を 傾 斜 ガ イ ド 面 ５ ５ に よ る 案 内 作 用 に よ っ て 排 出 ケ ー
ス 部 ５ ４ に 向 け て 機 体 上 方 向 き に 向 き 変 更 さ せ る 。 す る と 、 ワ ラ 屑 な ど 比 較 的 軽 量 な 物 が
排 出 ケ ー ス 部 ５ ４ に 流 入 し や す く な り 、 穀 粒 が 塵 埃 に 比 し て 重 く て 失 速 し や す く な る 。 こ
れ に よ り 、 選 別 部 ５ ６ は 、 流 動 す る 処 理 物 か ら 穀 粒 を 比 重 選 別 に よ っ て 選 別 し て ケ ー ス 本
体 ５ ２ 内 の 下 部 に 落 下 さ せ る 。 前 記 回 転 体 ５ ７ は 、 前 記 選 別 部 ５ ６ か ら 落 下 し た 穀 粒 に 放
て き 作 用 し て こ の 穀 粒 を 中 間 処 理 ケ ー ス ４ ０ の 前 記 排 出 口 ４ ２ を 介 し て 中 間 処 理 ケ ー ス ４
０ の 内 部 に 還 元 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 排 塵 ケ ー ス ５ ０ に お け る 前 記 排 出 ケ ー ス 部 ５ ４ の 前 記 排 塵 口 ５ ３ が 装 備 さ れ て い る 延 出
端 側 部 分 ５ ４ ａ と 、 前 記 ケ ー ス 本 体 ５ ２ に 連 結 さ れ て い る 基 端 側 部 分 ５ ４ ｂ と の 間 に 、 前
記 排 塵 口 ５ ３ の 高 さ 変 更 の た め の 調 節 部 ６ ０ を 設 け て あ る 。
　 す な わ ち 、 こ の 調 節 部 ６ ０ は 、 前 記 延 出 端 側 部 分 ５ ４ ａ を 前 記 基 端 側 部 分 ５ ４ ｂ に 対 し
て 機 体 上 下 方 向 に 伸 縮 調 節 自 在 に 連 結 し て お り 、 延 出 端 側 部 分 ５ ４ ａ を 基 端 側 部 分 ５ ４ ｂ
に 対 し て 伸 縮 調 節 す る こ と に よ り 、 排 塵 口 ５ ３ の 前 記 選 別 部 ５ ６ か ら の 機 体 上 下 方 向 で の
高 さ が 変 化 す る よ う に 排 塵 口 ５ ３ を 選 別 部 ５ ６ に 対 し て 昇 降 調 節 で き る よ う に し て い る
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 つ ま り 、 ２ 番 コ ン ベ ヤ ２ ２ に よ っ て 脱 穀 機 体 の 横 一 端 側 に 搬 送 さ れ た 選 別 部 Ｂ か ら の ２
番 処 理 物 が 中 間 処 理 ケ ー ス ４ ０ の 内 部 に 投 入 口 ４ １ か ら 導 入 さ れ 、 放 出 回 転 体 ４ ３ の 回 転
羽 根 ４ ３ ａ に よ る 放 て き に よ る 放 出 作 用 と 、 放 出 回 転 体 ４ ３ の 回 転 羽 根 ４ ３ ａ が 発 生 さ せ
る 風 に よ る 放 出 作 用 と に よ っ て 中 間 処 理 ケ ー ス ４ ０ の 排 出 口 ４ ２ か ら 排 出 さ れ て 揚 送 コ ン
ベ ヤ ２ ３ 及 び 排 塵 ケ ー ス ５ ０ に 供 給 さ れ る 。 こ の と き 、 穀 粒 や 塵 埃 の 重 量 差 な ど に 起 因 し
て 穀 粒 が 排 出 口 ４ ２ の 機 体 上 方 側 部 分 に 飛 び や す く 、 塵 埃 が 排 出 口 ４ ２ の 下 方 側 部 分 に 飛
び や す い こ と か ら 、 穀 粒 は 塵 埃 と 分 別 さ れ て 揚 送 コ ン ベ ヤ ２ ３ に 供 給 さ れ や す く な り 、 塵
埃 は 穀 粒 と 分 別 さ れ て 排 塵 ケ ー ス ５ ０ の ケ ー ス 本 体 ５ ２ に 供 給 さ れ や す く な る 。 穀 粒 が 塵
埃 に 混 入 し て 排 塵 ケ ー ス ５ ０ の ケ ー ス 本 体 ５ ２ に 入 り 込 ん だ 場 合 、 選 別 部 ５ ６ に よ っ て 抽
出 さ れ て 回 転 体 ５ ７ に よ っ て 中 間 処 理 ケ ー ス ４ ０ に 還 元 さ れ 、 再 度 、 放 出 回 転 体 ４ ３ に よ
っ て 排 出 口 ４ ２ か ら 放 出 さ れ て 揚 送 コ ン ベ ヤ ２ ３ に 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ２ 番 コ ン ベ
ヤ ２ ２ か ら の 処 理 物 が 中 間 処 理 ケ ー ス ４ ０ で 穀 粒 と 塵 埃 に 選 別 さ れ 、 穀 粒 は 混 入 塵 埃 が 少
な い 状 態 に し て 揚 送 コ ン ベ ヤ ２ ３ に よ っ て 脱 穀 機 体 内 に 還 元 さ れ て 揺 動 選 別 装 置 １ １ に 供
給 さ れ 、 塵 埃 は 排 塵 ケ ー ス ５ ０ の 排 塵 口 ５ ３ か ら 排 出 さ れ る 。 穀 粒 が 排 塵 ケ ー ス ５ ０ に 入
り 込 む こ と が あ っ て も 、 排 塵 ケ ー ス ５ ０ の 選 別 部 ５ ６ で 抽 出 さ れ て 中 間 処 理 ケ ー ス ４ ０ に
還 元 さ れ 、 中 間 処 理 ケ ー ス ４ ０ か ら 揚 送 コ ン ベ ヤ ２ ３ に 供 給 さ れ て 脱 穀 機 体 内 に 還 元 さ れ
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る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 脱 穀 処 理 さ れ る 穀 稈 が 湿 っ て い る 場 合 、 処 理 物 の 湿 り 度 合 い も 高 く な っ て お り 、
排 塵 ケ ー ス ５ ０ の 排 塵 口 ５ ３ の 選 別 部 ５ ６ か ら の 高 さ が 高 く な っ て い る と 、 塵 埃 が 排 塵 ケ
ー ス ５ ０ の 排 塵 口 ５ ３ か ら 出 に く く な っ て 穀 粒 に 混 入 し や す く な る 。 こ の た め 、 調 節 部 ６
０ に よ っ て 排 塵 口 ５ ３ を 選 別 部 ５ ６ か ら の 高 さ が 低 く な る よ う に 下 降 調 節 す る 。 す る と 、
処 理 物 の 湿 り 度 合 い も 高 く て も 、 塵 埃 が 排 塵 ケ ー ス ５ ０ の 排 塵 口 ５ ３ か ら 出 や す く な り 、
塵 埃 を 穀 粒 に 混 入 し に く く し な が ら 穀 粒 を 脱 穀 機 体 内 に 還 元 す る こ と が で き る よ う に な る
。
　 脱 穀 処 理 さ れ る 穀 稈 が 乾 燥 し て い る 場 合 、 処 理 物 も 乾 燥 し て お り 、 排 塵 ケ ー ス ５ ０ の 排
塵 口 ５ ３ の 選 別 部 ５ ６ か ら の 高 さ が 低 く な っ て い る と 、 穀 粒 が 排 塵 ケ ー ス ５ ０ の 排 塵 口 ５
３ か ら 出 や す く な る 。 こ の た め 、 調 節 部 ６ ０ に よ っ て 排 塵 口 ５ ３ を 選 別 部 ５ ６ か ら の 高 さ
が 高 く な る よ う に 上 昇 調 節 す る 。 す る と 、 穀 粒 が 排 塵 ケ ー ス ５ ０ の 排 塵 口 ５ ３ か ら 出 に く
く な り 、 処 理 物 が 乾 燥 し て い て も 、 穀 粒 を 塵 埃 と 共 に 排 出 さ れ に く く し な が ら 脱 穀 機 体 内
に 還 元 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 前 記 揚 送 コ ン ベ ヤ ２ ３ が 脱 穀 機 体 内 に 処 理 物 を 吐 出 す る 前 記 投 入 口
２ ４ を 、 扱 室 ２ の 後 側 板 ６ の 後 方 側 近 く に 配 置 し て あ る 。 す な わ ち 、 回 動 す る 扱 胴 ３ の た
め に 扱 室 内 で 発 生 し た 風 が 送 塵 口 ４ の 図 ４ に 示 す 部 分 ４ ａ か ら 脱 穀 機 体 後 方 向 き に 吹 き 出
て お り 、 揚 送 コ ン ベ ヤ ２ ３ か ら 脱 穀 機 体 内 に 還 元 さ れ る 処 理 物 が 扱 室 ２ か ら 吹 き 出 る 風 の
通 路 に 落 下 し 、 そ の 吹 き 出 し 風 に よ る 選 別 処 理 を 受 け て 揺 動 選 別 装 置 １ １ に 落 下 す る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 扱 胴 ３ の 後 端 部 に 、 前 端 側 部 分 の ド ラ ム に 比 し て 外 径 が 小 さ い 小 径
ド ラ ム ７ ａ 、 及 び 、 前 端 側 部 分 の 扱 歯 に 比 し て ド ラ ム か ら の 突 出 長 さ が 長 い 長 尺 扱 歯 ７ ｂ
を 備 え た 仕 上 げ 扱 胴 部 ７ を 設 け て あ る 。 こ の 仕 上 げ 扱 胴 部 ７ は 、 扱 室 ３ か ら 搬 出 さ れ る 直
前 の 脱 穀 排 ワ ラ を 長 い 扱 歯 ７ ｂ で ほ ぐ し 処 理 し て 扱 き 残 し や サ サ リ 粒 を 解 消 す る 仕 上 げ 処
理 を 行 な う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ５ は 、 別 の 実 施 形 態 を 備 え た 仕 上 げ 扱 胴 部 ７ を 備 え た 扱 胴 ３ を 示 し 、 こ の 扱 胴 ３ の 仕
上 げ 扱 胴 部 ７ に あ っ て は 、 外 径 が 小 さ い 小 径 ド ラ ム ７ ａ 、 及 び 、 ド ラ ム か ら の 突 出 長 さ が
長 い 長 尺 扱 歯 ７ ｂ を 備 え る 他 に 、 小 径 ド ラ ム ７ ａ の 周 方 向 で の ２ ～ ４ 箇 所 に 固 設 さ れ た 仕
上 げ プ レ ー ト ７ ｃ を 備 え て い る 。 こ の 仕 上 げ プ レ ー ト ７ ｃ は 、 脱 穀 排 ワ ラ を 叩 き 処 理 し て
サ サ リ 粒 を 取 り 出 す 仕 上 げ 処 理 を 行 な う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ６ は 、 別 の 実 施 形 態 を 備 え た 扱 胴 ３ を 示 し 、 こ の 扱 胴 ３ に あ っ て は 、 扱 胴 後 端 部 の ド
ラ ム の 周 方 向 で の 複 数 箇 所 に 固 設 し た 仕 上 げ 板 ７ ｃ を 備 え て あ る 。 こ の 扱 胴 ３ は 、 扱 室 ２
か ら 搬 出 さ れ る 直 前 の 脱 穀 排 ワ ラ を 仕 上 げ 板 ７ ｃ に よ っ て ほ ぐ し 処 理 や 叩 き 処 理 し て サ サ
リ 粒 や 扱 き 残 し を 解 消 す る 仕 上 げ 処 理 を 行 な う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 コ ン バ イ ン 用 脱 穀 機 の 側 面 図
【 図 ２ 】 中 間 処 理 ケ ー ス の 縦 断 正 面 図
【 図 ３ 】 中 間 処 理 ケ ー ス 及 び 排 塵 ケ ー ス の 縦 断 側 面 図
【 図 ４ 】 脱 穀 機 体 内 の 一 部 の 後 面 図
【 図 ５ 】 別 の 実 施 形 態 を 備 え た 扱 胴 の 側 面 図
【 図 ６ 】 別 の 実 施 形 態 を 備 え た 扱 胴 の 側 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
２ ２ 　 　 　 　 ２ 番 コ ン ベ ヤ
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２ ３ 　 　 　 　 揚 送 コ ン ベ ヤ
４ ０ 　 　 　 　 中 間 処 理 ケ ー ス
４ ２ 　 　 　 　 中 間 処 理 ケ ー ス の 排 出 口
４ ３ 　 　 　 　 放 出 回 転 体
２ ３ ｂ 　 　 　 　 揚 送 コ ン ベ ヤ の 受 け 入 れ 口
５ ０ 　 　 　 　 排 塵 ケ ー ス
５ ３ 　 　 　 　 排 塵 ケ ー ス の 排 塵 口
５ ７ 　 　 　 　 　 回 転 体
６ ０ 　 　 　 　 　 調 節 部
Ｂ 　 　 　 　 選 別 部 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(7) JP 2005-295845 A 2005.10.27



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(8) JP 2005-295845 A 2005.10.27



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 2B094 AA07  AA08  AA11  AH01  AH12  DA09  EA05  JA09  JA10  JB09 
　　　　 　　        JC01  JD02  JD06  JD07  JD08  JD12  JD13  JE02  JE20 
　　　　 　　  2B095 AA01  AA07  AA08  AA12  BA03  BA21  CA02  EB03  EB14  EB28 
　　　　 　　        EB29 

(9) JP 2005-295845 A 2005.10.27


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

